
「秩父路に春を呼ぶ祭」としてすっかりおなじみになった長瀞火祭りは、もともと秩父地方で育まれた
信仰行事「火祭祈願」を再興したもので、総本山醍醐寺座主御親修による秘法の火祭り祈願「柴燈大護
摩・火渡荒行」といいます。護摩の霊火によりおのれの欲、けがれを炊き清め、不動明王に慈悲と加護
をいただく秘法とも言われます。

メインイベントの火渡りは、誰でもチャレンジすることが出来ます。
火を渡ることにより、人間の持つ煩悩を清め、招福除災を不動明王にお願いするのだとか。修験者た
ちの火渡りが終わると、一般奉賛者の番です。自然に列が出来るので、その列に並んで待っていれば
ＯＫです。火を渡るときには願いを込めてしっかりと歩きましょう。ただし、裸足にならなくてはい
けないので服装にはご注意下さい。(14時過ぎから一般奉賛者の火渡りとなります）

10時から火祭り行事が始まります。長瀞駅前広場と火祭り広場の間は歩いて約15分。それぞれの行事
を見逃さないよう気をつけて。

秩父路に春を呼ぶ炎のイベントに参加してみよう！

長瀞火祭りのはじまりは？1

火渡りにチャレンジ！2

3 火祭りの行事予定は…

12:20～

秩父各地の郷土獅子舞奉納(長瀞駅前広場)

郷土獅子舞奉納(長瀞駅前広場)

霊火点火
柴燈大護摩･火渡荒行奉修

秩父屋台ばやし･居合抜刀術の奉納（火祭り広場）
長瀞駅前より修験者の吹き鳴らすほら貝の音にのり
獅子舞一行、一般奉賛者による1000名からの練行。
（火祭り会場へ向かいます）

13:00～

14:30～

10:00～

ひば、薪、そだなどが火祭り広
場に山と積まれ、やがて火が放
たれます。天をも焦がす業火も
見 ど こ ろ の ひ と つ 。
その火が燃え尽きる頃、修験者
が護摩札を抱え、気合いととも
に次々と火の中へ飛び込んで
いきます。思わず手に汗握る瞬
間です。

至熊谷至三峰口

荒　川

長瀞駅
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3月1日
火祭り会場 ガーデンハウス有隣

3/1日 長瀞火祭り

不動寺

■場所：宝登山麓火祭り会場
■交通：長瀞駅下車徒歩20分
■お問合せ：長瀞火祭り奉賛会☎0494-66-3424
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